
 

令和６年度 第１回 追分小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和６年４月２５日（木） １３時３０分から１５時１０分まで 

２ 開 催 場 所  浜松市立追分小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  松田 勝、松本 依子、小山 正博、大澤 一夫、内山 丈夫、村上 美代子、 

大石 恵麻、今泉 るり子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学   校  坪井 百合子（校長）、大渡 和正（教頭）、池野 紀子（ＣＳ担当）  

山田 公子（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会 鈴木 陽子（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 山田 公子 

９ 議長の選出 

  司会から、議長の選出について委員に確認を行い、松田会長より松本副会長を推挙する旨の発

言があり、全員異議なくこれを承認した。 

10 協 議 事 項  

（１）追分小学校運営基本方針について 

（２）追分小学校いじめ防止基本方針について 

（３）夢育やらまいか事業ＣＳ加配分に対する意見書について 

（４）学校運営協議会の自己評価項目の確認 

11 会 議 記 録 

  司会の大渡教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

 （１）追分小学校運営基本方針について 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき学校運営基本方針について説明があった。今

年度の追分小学校の目指す学校像『楽しい学校 追分小 ～ウェルビーイングの実現～』のため

の具体的な活動の方向が示された。グランドデザインにある「やさしさ かしこさ たくましさ」

を基軸に、お互いを認め合い、自分らしさを発揮し、生き生きした人生を享受する子供たちが集

う場所であることを目標とする。また、挨拶の向上・家庭学習の充実・運動の習慣化という多方

面からアプローチし、主体性の育成に注力することにより、自己肯定感を高め、「自分たちの学

校は自分たちの手でよくしていこう」という考えを基に活動していく。それが、子供たちが心も 

体も満たされ、学校に居場所があり、明日もまた学校に行きたいと思わせる状況、すなわち、ウ

ェルビーイングの実現へとつながる。そして、児童・教職員・保護者・地域、みんなが幸せだと

感じる学校を作り上げていく。また、地域との連携が重要であり、教育活動の充実には、地域の

方々の支援の力が不可欠である。 

 説明を受け、委員からは以下の発言があった。 

 



  ①やさしさ  

 ・学校運営の基本方針の中にもあったが、縦割り活動のさらなる充実を望んでいる。加えて、

給食など学年内の交流の機会を増やすことは可能であるか。（大石委員） 

 ・コロナの時期も越えたので、今年度は交流の場も増えるのではないかと、これからに期待し

ている。（松本議長） 

 ・朝の会や放課後児童会など、共に過ごす様子がある。そういった機会で、他学年であっても

知り合いとなり、交流できているように感じる。（村上委員） 

 ・運動会だけでなく、くすのきフェスティバルでも、演奏と歌など、学校内で様々な交流や共

演をしてみるのはどうか。（内山委員） 

 ・教室が離れているため、給食等、実現が難しいこともあるが、みなさんの意見を伺い、まだ

できることがあるように感じた。今後もインクルーシブ教育に力を注ぎたい。（校長） 

  ②かしこさ 

 ・家庭学習における自主学習では教員が確認するだけでなく、いいアイデアは掲示するなど、

多くの人の目に触れ、社会的存在として認められることが大切だ。また、ほかのアイデアを

知ることで、考える引き出しが増え、視野が広がっていく。（松田会長） 

 ・勉強に抵抗感がある子に対しての方策として、自主学習は有効なのか不安が残る。家庭へ周

知することや、学習の仕方などを導いてあげることも必要だと考える。（今泉委員） 

  ③地域の力 

 ・様々な地域活動の場を活用し、交流を図ることもできる。多様な団体があるため、教育活動

に沿ってできる範囲で相互にアプローチし、協力していけたらよいのではないか。（大澤委

員） 

 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。また、現在の実情や課題を共有した。 

 

（２）追分小学校いじめ防止基本方針について 

  議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき追分小学校いじめ防止基本方針について説明

があった。主に、いじめの定義や未然防止、早期発見についての方針説明があった。見逃しゼロ

を目指し、休み時間も含め、児童の様子を注視していく。 

 

（３）夢育やらまいか事業ＣＳ加配分に対する意見書について 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき学校に必要な支援について説明があった。 

 

（４）学校運営協議会の自己評価項目の確認 

  議長の指示により、松田会長より、別紙資料に基づき自己評価項目について確認があった。 

 

 ＜その他報告事項等＞ 

  学校支援コーディネーターの今泉委員より、本年度の活動予定が報告された。 

  司会から、次回会議は、２０２４年６月２４日（月）午後１時３０分から追分小学校会議室で

開催する旨の報告があった。 


